
流山市 駅周辺の将来像（流山 都市計 画マスタープランよ り一部抜粋）  

将来都市構造  
都市拠点の  
位置づけ  

駅名  土地利用基本方針  

流山新拠点※ １  流 山 お お た か の

森駅  
本 市 の シ ン ボ ル 的 な 空 間 を 形

成するとともに、商業・業務・

文化・行政機能の集積を図り、

人 々 の 有 機 的 な 交 流 や ビ ジ ネ

スの交流、情報発信の拠点とし

て、都市と自然が共存できるま

ちづくりを推進します。また、

東 葛 飾 北 部 地 域 の 結 節 点 と し

て の 役 割 を 担 う 拠 点 づ く り を

推進します。  
副次交流拠点※ ２  南流山駅  人口集中度の高い商業・業務機

能 を 有 す る 拠 点 づ く り を 推 進

します。  
地域生活拠点※ ３  運河駅  各地域の特徴を活かし、近隣住

民 の 日 常 生 活 を 支 え る 生 活 関

連施設の立地を誘導し、住環境

に 配 慮 し た ま ち づ く り を 推 進

します。  
 

江戸川台駅  
初石駅  
豊四季駅  
南柏駅  
流山駅  
平和台駅  
鰭ヶ崎駅  
流山ｾﾝﾄﾗﾙﾊﾟｰｸ駅  

※ １ ：総合計画でいう「中心核」を指す。流山おおたかの森駅周辺約 40ha を本市の中心と

して商業、業務、文化などの機能を配置。  
※ ２ ：総合計画でいう「副次核」を指す。南流山駅周辺を本市の南の玄関口として商業、業

務ほかの機能を配置。  

※ ３ ：総合計画でいう「地域核」、「地区生活中心」を指す。北部・南部・運動公園地区のコ

ミュニティの中心地区となる地域拠点や中部・東部地区の生活サービス機能の充実した

近隣生活圏域。  
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